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　コトブキテクレックスの千葉工場は最
大60tの重量物も製作可能で、大物とい
うよりも超大物製品を取り扱う。主に石油
化学、バイオ関連プラントや食品、飲料工
場で使われる圧力容器を製作している。
　これらの機器が用いられるのは、アミノ
酸やビールなどの食品、医薬品から、腐
食性の強い液体、高圧ガスなどの化学製
品まで多岐に渡るため、タンクの金属材
料は通常の鉄材からチタンまで数多くの
材料を扱うことになる。溶接するためには
各鋼種別の溶接棒が必要となり、その管
理が会社の信頼を左右する。バラエティ
に富んだ各種鋼材を、意のままに使いこ

なして化学機械を創り出す作業員の方々
は、多種多様の製缶溶接技術を習得され
た、一流の職人集団である。
　また、空気の流れや粉塵を嫌うチタン
溶接や原子力向け機器製作のために、ク
リーンルームを設けている。このように、
一流の職人、最適な施工環境を用意する
など、製缶溶接技術で差別化を図ってい
る。
　東京湾アクアラインで結ばれる川崎本
社、千葉工場のロケーションを最大限に
活用して、京浜、京葉両岸の化学プラント
の新増設、メンテナンス需要に対応して
いる。訪問時には、腐食した熱交換器内
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本業を離れず本業を続けず

大型ロールから小型精密部品まで
幅広く対応

日本を支える
大物製品への挑戦

部のチューブを定期的に交換する工事
（リチュービング工事）に使用される
チューブが大量に入荷していた。ユー
ザーのメンテナンス時には、突発的な緊
急対応が求められるケースも多く、それら
の仕事を確実にこなすことにより、ユー
ザーの信頼を得て、新増設の受注に繋げ
るという顧客本位に徹した営業戦略を展
開している。
　超大物製品なので、特殊な一品ものだ
けを扱っておられると思われがちだが、お
話を伺うと、大手電機メーカーの産業用
コンプレッサー部品(ステンレス鋼配管の
溶接品)の量産対応もされていた。この部

品は、上海工場で量産し日本国内で品質
管理をして出荷している。国際競争力強
化を目的に04年稼働した上海工場は、中
国国内の日系ユーザー向け及び輸出機
器の製造拠点として、中国、日本、
ASEAN、南北アメリカ、アフリカのユー
ザー向けに実績を有している。
　設計室も案内していただいた。その設
計メンバーの中に、ミャンマー人エンジニ
アもいらっしゃった。将来、ASEAN地域で
設計事務所を開設し圧力容器の設計を
していこうという構想をお持ちのようだ。
工程上のボトルネックとなっている設計
業務をミャンマー人エンジニアと分担し
て効率化を図り、ASEAN、インド市場への
営業、製造の橋頭保としての役割にも期
待されていた。
　環境分野への取り組みとして、太陽電

池用シリコン製造工場向け機器の製作
が始まっていた。毒性ガスや高圧ガスが
使用される工場に同社の製品が用いら
れていることは、その技術的な信頼性の
証であろう。
　その他、工場製作だけではなく、東京
湾アクアライン、神戸空港の橋脚喫水部
分にチタンクラッド鋼板を溶接する耐食
工事を行うなど、現場工事も積極的であ
る。
　このように保有している経営資源を有
効に利用し、時代環境に適応させて、各
種プラント機器の設計、製作、現場工事ま
でを一貫で受注している。
｢本業を離れず、本業を続けず｣という同
社の経営理念を工場見学で実感できた。

　川崎クローム工業は1960年の創業以
来、工業用クロムめっき一筋で産業界の
発展に大きく貢献してきた。会社は川崎
市内で本社・塩浜工場と、浅野町工業団
地内に浅野工場があり、あらゆる産業分
野の製品を加工している。
　工場には数ミリの単品小型部品から
直径４ｍ、全長10ｍ、質量40ｔもの大型
部品まで対応可能なクロムめっき設備が
並ぶ。大型の設備は、46,000ℓのめっき
槽、Ф4,000ロールの円筒研削盤、鏡面
研削盤など。小型と感じられるものも、他
社と比べればかなり大きい。
　大物を受け始めたのは、当時でも最高
研削精度を誇る東芝機械の研削盤を導

入した1971年からだが、1960年の設立
時より大物クラスの物も受けていたそう
だ。更に、工業用クロムめっきは特殊な材
質に処理することがあり、同社は他社が
できないような材質にも特殊な前処理で
対処している。

　見学させていただいた浅野工場では、
めっき処理された大型ロールが鏡面仕
上げを待っていた。0.05S（Ra0.003）以下
の超鏡面仕上げである。
　2008年にはクリーンルームを設置して
デリケートな処理をより良い環境で行い、
更に高い品質を目指すと言う。
　そして、この品質を支えているのが“人”
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だ。技能者の経験による判断が全てであ
る同社にとって、技術者の育成は設備投
資と同じなのである。会社は勉強できる
環境をつくり、各種検定等の受験費用を
負担している。2008年度前期技能検定電
気めっき試験の結果は、挑戦した８名全
員が合格した。技能検定試験は電気めっ
き全般に亘っており、工業用クロムめっき
専門の会社であったため4年前までは受
けていなかったそうだが、今は勉強のた
め、技能証明のために挑戦している。

　また、試験を受けるだけではなく、硬質
クロム工業会に協力して工業用クロム
めっき専門のテキスト作り・講習会を行う

など、工業用クロムめっき技能検定をつく
るための手伝いも行っている。
｢“モノづくりは人づくり”と言うが、“人づ
くり”というのは一生かかっても完成しな
いのではないか。毎日が勉強。48年現場
で活躍している技能者でも、自分の事を
ベテランとは言わないだろう｣
瀬戸社長の強い言葉が心に残った。

　横浜システムは電車の車両用部品、ト
レーラーの車両用の部品、建築金物、プ
ラントの機械部品など多種多様な大物製
品を製造されている。産業を問わず「ほと
んど何でも」扱っている大物の精密板金・
製缶屋さんであり、ステンレス、鉄、アル
ミ、銅、亜鉛、チタンなどあらゆる鋼材のレ
ーザー加工、プレス加工、溶接加工を行
い、常に新しい技術や工法を取り入れて、
様々な製品に積極的に臨んでいる。

　比較的わかりやすい製品例といえば、
やはり電車関連である。運転席と客席の
仕切り部分は大きさにしておよそ高さ

2.7m、幅3.5mほどであり、組立完成後の
姿になればおそらく想像しやすいのでは
ないだろうか。通勤電車の車両全体（外
観）のメインパーツでいえば、つないでい
くと前出の面積に加えて奥行きが30mく
らいの大きさ、重さにして3tから4tとい
う、お馴染みの超大物製品である。その
他には、通称「側外板」という窓枠部や高
床部分、排気用の装置部品などの製作に
もあたられている。
　電車以外では大手メーカーの下請けと
して、「卓」と呼ばれるパソコンを置いてオ
ペレーションをする台（デスク）や、半導体
製造装置、原子力の設備盤なども多く手
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がけられている。最近では関東近郊の遊
園地で使用する大型の運搬台の製造も
行ったそうだ。これもまた、何ｔもの重量
に耐えられる製品である。

　工場には昨年より加圧能力350tの新型
ベンダーを導入し、それまでの125tベンダ
ーと合わせてプレス加工能力を一段と上
げ、薄物、厚物といった用途に分けて曲げ
加工を行われている。トレーラー車体部品
の長さ2.4m以上、板厚9mmの曲げ物は、
昨年だけでも500本近くも納入された。3
月に導入するアマダのレーザー加工機F1
では2mから４mの加工範囲、25mmから
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■会社名：コトブキテクレックス株式会社
■所在地：神奈川県川崎市川崎区藤崎2-18-21
■TEL：044-222-6741／FAX：044-222-6784
■得意＆特異技術
　塔槽、熱交換器などの圧力容器の設計、製作、現場
工事。腐食環境で用いられるチタン、ニッケル合金
製の機器製作に強みを持つ。川崎、千葉、四日市、
佐賀、上海の製造拠点。

■お問合せ
　担当：吉田嘉征
　TEL：044-222-6741
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■会社名：川崎クローム工業株式会社
■所在地：神奈川県川崎市川崎区塩浜4-5-1
■TEL：044-288-1001／FAX：044-277-6187
■得意＆特異技術
　大・小12のめっき槽を駆使し、製品にあらゆる
タイプのクロムめっき(光沢・梨地・艶消し等)を
施行。特殊な素地金属上の施行実績あり。

■お問合せ
　　担当：浅石　修
　　　　　TEL：044-288-1001

Campany ProfileCampany Profile

■会社名：株式会社横浜システム
■所在地：神奈川県横浜市港北区新羽町474
■TEL：045-534-0071／FAX：045-534-0072
■得意＆特異技術
　筐体板金加工を主体に小さい製品から大型の
製品まで加工可能。レーザー加工、プレス加
工等により自社設計・加工・組立を行う。

■お問合せ
　担当：板垣良幸
　TEL：045-534-0071
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ベンディングロール

松本憲幸社長

研修風景

大型筐体　1670×1250×700mm

設計室

ＮＣユナイテッド

NCステン筐体

羽賀十一社長（左）と羽賀弘取締役（右）

神奈川県知事指定かながわ中小企業モデル工場神奈川県知事指定かながわ中小企業モデル工場

上海工場

完成したクリーンルームで

1mmまでの厚さに対応出来る。この2次元
の自動化マシンを駆使し、加工に時間の
かかる厚いものを中心に、夜間の無人稼
動を行っていくそうである。
　同社は“人を伸ばす”経営方針に大変
こだわりをみせており、新しい風とエネル
ギーで満ち溢れている。これらの力は今
後も多くの大物製品へ惜しみなく注が
れ、日本を支え続けてゆくに違いない。




